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7９ 
ドストイェフスキーは一八六○年から八一年までの間にかなりの鼠の覚書をのこしている。ノートが散快してしま
っている年代もあ為が、岨存してい論二冊叩の内訳は、兄ミハイルとの共同経営、編集になる雑誌『ヴレーミャ」、
『エポーハ』の時代（六○年’六五年）にあたる分五冊、七二年から七五年までの分一一一冊、後期の個人誌『作家の日
紀
』
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五
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者としての心覚え、事務手控、出納の計算、内外の作家論、文学論、芸術作品の構想、素描、社会政治論文の下書、
感
想
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日
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友
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8０ 
この未発表の覚書の中には、マリヤ夫人の死の翌日に日記体で書かれた「棺側での黙想」、ゴリャートキンが．ヘトラ
ジェフスキー会に参加する改稿『分身』のプラン、論文『社会主義とキリスト教』の下書、中篇『おとなしい女』の
素描、「カラマーゾフの兄弟』の初期のプロット等重要なものが含まれているが、なかんずく興味をひくのは、長篇
小説『父と子』のプランと、そのやや後に書きとめられた『空想家』の構想であり、このメモが公表されたことによ
って『未成年』と『カラマーゾフの兄弟」の間に一一長篇の計画があったことが明らかになったのである。
これまで『慧諭』鋤『総大な罪人の生涯』鋤ｌ『悪鑑」『未成年」『カラマーゾフの兄鐺」という関連の巾での
みドストイェフスキーの後期小説群は考えられてきたが、これに新たに一一作品のプランを加えて考察しなおしてみる
ことが必要とされるであろう。
『父と子』のプランが書きとめられているのは第九分冊で、この分冊には主として七六年一月から三月までの『作
家の日記』用の心覚えと下害が記されている。このノートの日付は七五年九月から始まるが、集中して書かれている
のは二月から翌年四月までであり、『父と子』の素拙もこの時期に含まれている。
しかしながら、「父と子」を主題とする小説の構想が作家をとらえたのは、この時がはじめてではない。七○年起
稿の『悪霊』の最初の柵想はこの企図に沿ってい為。周知のように、「偉大な罪人の生涯』のプランからのスタヴロ
ーギンの突然の介入によって、ヱチニバン氏親子の対立’四○年代の自由主鍵肴と六○年代の霊主義者の鰯藤
を描こうとした意図は中心から退いたが、ドストィェフスキーがツルゲーネフを意識しながら、より根元的な次元で
問題をとらえ直し、彼自身の『父と子』を描こうとしたことは疑いをいれない。『悪霊』以後の長篇はすべてドスト
イェフスキーの「父と子』であるとも言える。ドストイェフスキー自身は『作家の日記』（七六年一月号・第一章の
二、今度醤く小説．再び偶然の護）の中で、『護年」鋤をその職想の部分的実現とみなしているＩ
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8１ 
「長篇を書くためには、作家自身が現実生活で逢着した強烈な印象が必要であり、その体験した気持から原型を創
造
す
べ
き
で
あ
る
⑪
」
と
い
う
見
解
を
ド
ス
ト
ィ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
固
持
し
て
い
た
。
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を
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刀
の
報
道
で
あ
っ
た。両事件とも『作家の日記』に詳細な言及があるが、前者は幼女虐待をめぐっての裁判沙汰であり、後者は失業中
の職エの内妻殺しである。クロネペルク事件では、七歳の女の子が絶えず父親から折濫を受け、「鯨つぎの答で」打掛
さ
れ
る
の
を
女
中
が
晃
か
ね
て
訴
え
た
が
、
老
糟
な
弁
護
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と
組
ん
だ
被
告
が
峡
と
し
て
の
正
当
性
を
主
張
し
て
無
罪
に
な
っ
た
こ
と
に
この文章を沸いた篠三ヶ周足らずのうちに「父と子」のプランが党議の中に現われたｌそこには作家の並々な
らぬ執心と覚悟がうかがえる。語りつくせぬ大きな狼題をかかげながら、一気に決着をつけようとするのがドストイ
ェフスキーの創作態度のつれだが、『未成年」を元成して後、弾きつくせなかった主題が作家に一瞬迫ってきたと言
え
る
で
あ
ろ
う
。
私はずっと以前から今のロシアの子供を主題とした小説を書くのを理想としていた。もちろん、現在の彼等の
父親も書くのだ。現代における両者の相互関係を書くのである。作家はいつでもそうなのだが、まず最初に詩想
だけがととのい、出来上がるのだ。私は出来る限りあらゆる階級の父と子をとり入れて、子供をそのごく早い幼
年期からよく見るつもりである。
一年半ばかり以川、ネクラーゾフ氏が『祖国雑誌』に小説を書くようすすめてくれた時、私はよほど私自身の
『父と子』を書こうかと思ったが、思いとどまった。有難いことに、艇にはまだ用意が出米ていなかったのだ。
そ
れ
で
さ
し
あ
た
り
た
だ
『
未
成
年
」
だ
け
を
ｌ
腿
の
忠
想
の
蛾
剛
の
試
み
遊
謝
く
に
と
ど
め
て
お
い
た
．
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8２ 
プランの中には、「女の通」である少年や「父親のもとから逃げ出してきた子供達」等さまざまな人物がまだ、統
合
さ
れ
ず
点
描
さ
れているが、軸になるとみられるのは感化院の少年である。
ドストイェフスキーは激怒した。彼にとって無抵抗な幼児は裸の〃生〃そのものであり、彼は何よりも）」の無垢な生
命をいとおしんだのである。『父と子』のプランの中でドストイェフスキーは「クロネペルクの全経緯は長滴のエピ
ソードの中に。女の子の障害を証明するスースロヴァも一緒に帥」と書いている。このスースロヴァは昔の愛人アポ
リナーリャの妹、女医のナジェージダであろうが、作家がかなり具体的な物語の展開を考えていたことは明らかであ
ると思われる。
フレーペレフスカャ小学校では新任早々の女教師達も彼の激情をおこさせるＩ虚言のかどで彼を赤面させ、友
人達の前で辱しめる（彼等の中に憎しみの悪い本能を目覚めさせながら）。噸笑にさらし、彼の中に恥辱と憎悪
を
目
覚
め
さ
せ
る
Ｉ
そ
し
て
彼
を
絶
望
と
堕
落
に
導
く
。
そ
こ
で
父
ク
ロ
ネ
ベ
ル
ク
等
々
。
⑪
彼
が
「
感
化
院
の
少
年
」
に
な
っ
た
原
因
は
、
小
学
校
で
の
出
来
事
で
あ
る
ら
し
い
。
この少年の父にクロネペルクが想定されていることは、作家のクロネベルク事件への深い関心を示している。
一方ペローヴァ殺害事件は、目前で叶親を刺殺された子供に焦点が絞られている。「父と子」のプランでは、この
少年は感化院にいてすべての者を憎んでいる。彼の親戚（公卿達と伯爵達）が現われる時を待っている。
Hosei University Repository
8３ 事件にヒントを得た筋書が最もまとまっており、一応の展開が示されている。
ドストイェブスキーには『父と子』の榊想と前後して長鯛小説『空想家」の腹案があった。このプラン山は次の第
一○分冊の覚書に醤ざとめられているが、ペローヴァ殺害事件は『空想家」の織想からも主人公を一人『父と子』の
プランの中に引き入れてしまった。この「空想家』の櫛想は、作家の片想いの人でもあり、また、終生の友人でもあ
ったアンナ・コルヴィン・クルコーフスカヤの懲邇によるものとされている。もちろん彼女は初期のドストィェフスキ
ーの空想主義の作口閉を念頭においてそのヴァリアントを提案したのだが、ドストィェフスキーの「空想家」はすで
にかっての白夜の空鑿ではなかったｌ「彼は空想家．だが、理想主義者ではなく完全な震主義をいだいてい
る、」・空想家は「絶望と問題のリゴリズムのためＥ現実から逃れて「空想世界」の中で「あらゆる現実を傷つけ
ながら」生きることに救いを見出しているが、最後には「空想主義」の迷妄を振り払い、不和であった妻君と和解す
夫が妻を殺した。しかし、十歳の息子が目撃してしまった。死体は地下室に隠された。父と息子は抱き合い、
おののく・息子は父を愛しているが、父は息子が母の死で獲憾され、苦しんでいるのを知っている。一一人は隠し
隠れる手段を差当り講じるｓ罪と罰」におけるが如し）。遂に父は真実のため、息子のため、息子を前にしての
真実のために自首する決心をする。自首の前にひつぎりなしに息子を抱きしめる（数日つつく）。そして絶えず
八自分にｖ彼に訊ねるｌ鑓震えば真襄名賛その他のものを愛するか否か？今麓掌が綾麓、せめて彼
の思い出なりとも愛しつづけるために彼は自首する。息子には自首し仁ゆくということは言わない。しかし、息
子はすでにそれを悟っている。一緒に自首に赴く。父は自分を売るだろうが、息子が証人。川
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拠る。作品ではその間の妻子との葛藤が主題となる筈であったらしいが、この「空想家」の主人公は、長篇『空想家」
のプランが固まる寸前にすでに『父と子』のプランに割り込んできてしまっている。『父と子』と『空想家』が或る
部分で混こうしているようにみえるのはこの故であると思われる。
プランの最後の部分ではこの父親のイメージに空想家の像が重なる。
空想家の場合は、妻君はまだ存命しており、彼女は夫が女の》」とを空想し、自分を「裏切っていることを知ってい
も
、
、
る」が、彼女にとって重要なのは「実際に夫が忠実である淳」とだけである」。
夫の空想での「裏切り」と妻の現実の裏切りを底流として『父と子』は描かれることになる。このことからしても
……空想家。彼には息子がいる。彼は肉体的には息子に殆ど関心がないが、精神的には（時折）息子を鼓舞す
る。妻を焼き殺すことを想像するだけ（継吐、男の子）。だが、彼がまだ想像している時に、足を切断した彼女
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が運びシ」まれてきた（鉄道馬車道）。彼に宥しを乞いながら（ロシア語で）彼女は死んだ。呵
やもめとなってから父は、息子が彼の子ではなく、怖夫の子であることを知る。少くとも疑う。夜中に連れ川
す。どこか酷寒の通りにおぎざりにし、自分は彼から逃げ出す。その後見つけ出せない。叩
「父と子』のプランの圖頚近くにやもめの父親が出てくるＩ
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8５ 「父と子』と「空想家』は、父と子、夫と妻という互に埋め得ない空白をもつ人間関係Ｉドストィ￥ブスキーのい
う「偶然の家族」を描出しようとした点で、本来一つになるべき作品であろう。ただ”父〃の性格形成を思案してい
るうちに、空想家のタイプがクルコーフスカヤの助言もあって想起されてきたのかも知れない。覚書中では量的には
『空想家』の素描の方が多いが、作家の関心の深さでは『父と子』の万がまさっている。『空想家』はやはり『父と子」
の副次的プランとして考えるのが妥当であろう。
『作家の日記』でも明言している如く、ドストイェフスキーは『父と子』の中で「偶然の家族」と「子供のつぐな
われざる苦しみ」を書こうとした。しかし、これは長篇『父と子』としては結晶せず、形をかえて「カラマーゾフの
兄弟』の「父と子」に移し植えられたのである。『悪霊』で当初描こうとした「父と子」は、ツルゲーネフ作品に近
いような世代間の対立、葛藤であったが、ドストイェフスキーの執勧な眼は、この「父と子」という憎悪と愛着の不
可思議の関係の中に人間存在の本質を探る端緒を見出した。アルカージィを私生児とすることによって『未成年』の
作者は「偶然の護」１人脚墓本来の孤立性の意味を適ったが、曇の大作においてさらに大規模な鍵験を行。
たのである’一人の父をめぐる一一一人の異母兄弟と一人の私生児．
現存の『カラマーゾフの兄弟」関係のメモで最も初期に属するの峰七四年の第七覚書中にあるもので、すでにか
なり明確な結榊をもっている。
七四年九月一三日ドラマトポリスクで。約二○年前。
イリンスキー事件の如し。二人の兄弟・老父・兄には許嫁。うらやんで弟がひそかに、惚れ込んでいるが彼女
は兄を愛している・だが、若い少尉補は放蕩し、愚行を演じ、父といがみ合う。父は姿を消す。数日間まるで音
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8６ 
プランの冒頭の「イリンスキー事件」については、すでに「死の家の記録』で二個所にわたって触れられており、
一二年薑は職に会いにやってくる．場面ｌ鑪互に讐巨で灘解する・
それから更に七年。弟は高い官等をもち、官職にあるが、苦しんでいる。ヒポコンデリーになっている。妻に
自分が殺したんだと明一一一一口する。「何故私に仰言ったの？」彼は兄のところへ行く。妻もかけつける。
雲は囚人に鑓いて夫を救ってくれと懇願する．囚人墜一戸うｌ「俺は慣れっこになってしまったよ」。和解す
る．「お讃えはそれでなくてももう罰せられているさ」ｌと兄は言う・
鼈の誕生日．客が蘂った．鼈が現われるｌ私が殺しました・人々は精神錯乱だと惑う・
終局。兄が帰ってくる。弟は囚人の一時滞在地に護送され、それから流刑地に向けて川発させられ為（誹誘音
その他）。弟は兄に自分の子の父になってくれと頼む。
「正しい道に踏み出したのだＩ⑥」
沙汰なし．兄弟は遺蜜のことを露す．そして突然、實憲ｌ地下塗から死体が捜し川される・兄に対して数々の
証拠物件（弟は一緒に住んでいない）。兄は裁判に付され、懲役を宣告される。（ＮＢ父といがみ合っていた。
亡母の遺産を自慢していた。その他のばかな考え。彼が部屋へ入り、許嫁さえ彼から身を避けた時、酔払った彼
は言ったｌ本当にお震えも億じているのか？誠拠は弟の奴が蘂にうまくでっち上げたんだぜ）・識が殺した
か、世間は確かなところは知らない。
、
、
、
、
監獄での場面、彼は殺されかかる。上司。彼は裏切らない。囚人達は彼に兄弟の醤を立てる。長官は彼が父を
殺したことを叱責する。
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この無実の父親殺しの少尉の事件をドストイェフスキー｜流の方法で触媒として『カラマーゾフの兄弟」が書かれ
たことはほぼ確実であろう。ただ、これらの文章を除いては、『カラマーゾフ』の創作過程は、当然存在していたと
推定される初期の創作ノートが失われていて分明でない。水下の流れとして『無神論』、『偉大な罪人の生涯』のプラ
ンは確かに作家の意識の中にあったであろうが、現存する『偉大な罪人」のノートでは関連する個所はきわめて少
い・こうした事情の中で、イヴァンが神の世界の否定の論理の具として駆使した「子供のつぐなわれざる苦しみ」、ク
ラゾートキンとアリョーシャヘ発展する「感化院の少年」等の思想の胚種、素材、人物の原型を含む『父と子』『空
想家』のメモは、この空白を埋める資料として重要な意味をおびてくる。イリンスキー事件に新たに一一長篇の構想を
師補って考えてみることによって、現在の『カラマーゾフの兄弟」の決定稿の内容にかなり接近してくるのではなかろ
ドストイェフスキーの印象の深さを物語っている。
数日前、『死の家の記録」の刊行者はシベリヤからの知らせに接したが、この犯人は全く菟罪であって、十年
の間いたずらに懲役の苦しみをなめたわけである。彼の無実は裁判の結果、公式に発表されたそうだ。真犯人が
見つかって自白したため不幸な男はすでに釈放された由である。刊行者はこの報道の正確さを夢にも疑うつもり
これ以上、何ひとつとしてつけ加える必要はなかろう。この事実に含まれている深い悲劇性や、こんな恐ろし
い罪名をきせられて空しく滅びた青春などについて、多言を弄することも無用であろう。事実はあまりにも明白
であり、それ自身、人の心を打つ力を持っている。、
◎ 
はない・・・…
これ以上、
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8８ 
結局、『父と子』『空想家』は独立した作品として構想されながら、最終的には畢生の大作をより完壁な作品とす
る
た
め
に
統
合
さ
れ
、
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
』
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『カラマーゾフの兄弟」でドストイェフスキーが語っているのは神の問題と永生の問題であるが、後者は父と子の
問題に重要なかかわりをもつ。ドストイェフスキーが永生について明確な意見を述べているのは『作家の日記論に
おいてであるが、その根源はすでにイッポリートの「告白」切にある。
うか。『父と子』と「空想家』は前述のように一連の作品と思われるが、後者のプランの末尾には、空想家と並んで
「大審問官」の名前がはじめて出てくる。これは『父と子」『空想家」と『カラマーゾフの兄弟』の密接な関係を示
し
て
い
る
。
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
『カラマーゾーフの兄弟』で占める子供の意味は特別なものである。イヴァンの語る無筆の幼児、アリョーシャを
めぐる子侠達ｌ彼等を除いてこの作品を考えることは出来旗いが、その発想の萠芽はやはり『父と子」『空想家』
まことにそれはたった今、十字架から下ろされたばかりの、つまり、まだ生きた温みを多分に保っている人間
の顔であった。……絵に表わされているその顔は恐ろしいまでに鞭打たれて腕れあがり、凄じくふくれあがった
血まみれの病がみえていた。眼は開かれたままであらぬ方を睨み、大きなむき出している両眼は何となしに死人
らしいガラスのような光をおびていた。ところが不思議なことに、この責め苛まれた人間の死体を見ていると一
つの風変りな興味ある疑問が浮んでくるＩもし、まさにこのような死体を（しかも必ずやこの通りだったに相違
ない）キリストのすべての弟子達や彼の主だった未来の使徒達や目にしたのであったならば、彼のあとを慕い十
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8９ 
「告白」の核心をなすこのホルバインの絵鋤は信、不信の踏絵的な意味をもっている。イエスへの信仰とは永生へ
の信仰である．「神に最も近い人間すら復活しないとしたら」人脚の永生への悲願は霧散するｌ作家はイエスに人
間
の
永
生
の
希
求
を
賭
け
て
い
る
。
『カラマーゾフの兄弟』では、宇宙との交感という形でアリョージャと星の描写叩があり、「この世界の一端に触
れると他の世界に触れる」、「神秘な他の世界と接触しているという自己の感情によってのみ」人は生きているという
ゾシマの説話必があるが、ドストイェフスキーの永世観で重要なのは、この自己の不死の観念と同時に、自分の後に
来る箸の生に自己の生の再現を見ていることにある．『未成年」の父親はアルヵージィに譜ろＩ
字
架
の
傍
に
佇
ん
で
い
た
女
達
や
、
彼
を
信
じ
、
彼
を
崇
拝
し
て
い
た
す
べ
て
の
人
々
が
見
た
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
死
体
を
目
の
あ
た
り
眺
め
な
が
ら
こ
の
殉
教
者
が
復
活
し
よ
う
な
ど
と
ど
う
し
て
信
じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
も
し
も
死
と
い
う
も
の
が
か
く
も
恐
ろ
し
く
、
自
然
の
錠
が
か
く
も
力
強
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
征
服
す
る
こ
と
が
出
来ようｌという考えが思わずも浮んでくる。生きているうちは自然に打ち勝ってそれを従わせた人、「起てょ、
娘
！
」
と
叫
べ
ば
娘
が
立
ち
上
り
、
「
ラ
ザ
ロ
ょ
来
れ
－
」
と
叫
べ
ば
死
人
も
現
わ
れ
て
き
た
と
い
う
程
の
人
で
さ
え
遂
に
打
ち
勝
つ
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
碇
を
ど
う
し
て
余
人
に
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
よ
う
？
一
人
一
人
の
者
は
沈
み
ゆ
く
太
陽
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
う
い
う
風
に
考
え
る
で
あ
ろ
う
ｌ
「
た
と
え
明
日
が
自
分
の
餓
後
の
曰
になっても構わない。俺が死んでも彼等一同が残るだろう。また、彼等の後にはその子供達が成長するだろう」。
こ
の
思
想
ｌ
人
々
が
依
然
と
し
て
互
遼
愛
し
、
互
の
た
め
に
胸
麓
躍
ら
せ
な
が
ら
生
誉
な
が
ら
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
の
思
想
こ
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”そ、来世における再会の思想に代るべき筈だ麺」。
■
 
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
子
供
へ
の
執
着
は
、
初
期
の
作
品
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
作
家
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
フ
ロ
イ
ト
的
解
釈
と
は
ま
た別の次元で、無垢な”生“として、罪なぎ者の象徴として、「宇宙の孤児」たる人間存在の生命の原型として意味を
有
し
て
い
た
。
ス
ヴ
ィ
ド
リ
ガ
イ
ロ
ブ
の
悪
夢
の
中
の
「
幼
い
娼
婦
」
の
よ
う
な
例
を
別
に
す
れ
ば
、
子
供
は
つ
ね
に
受
身
的
な
存
在
と
し
て
あ
り
つ
づ
け
た
が
、
『
未
成
年
」
に
至
っ
て
そ
れ
は
人
間
の
永
生
の
期
待
を
に
な
う
積
極
的
な
存
在
に
転
化
す
る
ｌ
子
供
の
存
在
に形而上的な意味が賦与され、その生命にドストイェフスキーの祈りがこめられてくる。子供の存在をそこなう者へ
の
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
異
常
な
ま
で
の
憎
悪
と
敵
意
は
、
「
報
復
す
る
力
を
も
た
な
い
無
事
な
る
者
」
へ
の
た
ん
な
る
同
傭
だ
け
で
はない。父と子は「偶然の家族」という互に人間存在としての宿命的な孤立性をもつが、同時に、永生へつらなる未来
への線上において必然的なつながりをも、また、もっている。”父と子“の背き合いながら、な錆、求め合う不思議な
人間存在の宿命的な関係をドストイェフスキーが存在の意味を解く鍵として考え、最後の作品で集大成したのは故な
いシ」とではない。作者の死という偶然事によって未完におわりながら『カラマーゾブの兄弟』が、アリョーシャと少
年達の「”永劫の未来“の再会」を誓いあう暗示的な言葉で幕を閉じて「一粒の麦」のエピグラフと見事な照応を示
し、静謎な、不思議な完成感を漂わせているのは、象徴的な出来噸と言わねばならぬ。
2）］） 
バザノーフ他網『未刊のドストイェフスキー』（「文学遺産第八三巻」ナウカ川版所・一九七一年・モスクワ）
一
八
六
八
年
一
二
月
二
日
付
ア
ポ
ロ
ン
・
マ
イ
コ
フ
宛
書
簡
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9１ 
20）19）１８） 5）Ⅱ）１３） 2）Ⅱ）１０）９）８）７）６）５）４）３） 7）１０ 
一八六九年一二Ｎ二○日から翌一月二四日までの創作ノート
一八七四年冬起稲。七五年一二月完成
ドリーニソ編「「未成年」創作ノート』（「文学遺産獺七七巻」ナウカ出版所・モスクワ・’九六五年）六四頁
『作家の日記」一八七六年二月号第二章の一－六
同前一Ⅱ号第一難のこ
り
と
同
鵜
四
四
五
賞
同
前
四
四
六
頁
同
前
四
四
近
貰
同前五二一一一頁、五二六頁、五三二頁、五三五頁、五九○頁、五九一頁
『白夜』（一八四八年）『主婦」（四七年）コテルプルク年代記』（四七年）
Ｄ
と
同
響
五
九
○
頁
同
前
四
四
五
頁
同
前
四
四
六
頁
同
前
三
菰
六
頁
『死の家の記録』第二部の七・他の一個所は簾一部の一
『作家の日記』’八七六年一月号第一章の一・同一○月号鋼一章の四・同一二月号第一章の三－五
『白痴」第三篇の六
ドイツの画家ハソス・ホル・ハイソ（一四九七１一五四三）作「イエス・キリストの死」
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
第
七
篇
の
四
Hosei University Repository
9２ 
23）２２） 同前第六篇の三
『未成年」錦三蔵第七章の三
＊引用文中の傍点はすべてドストイニフスキー
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